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人を育む新たな大河 

  喜連川少年院  

 

喜連川少年院案内図 グラウンド風景 

１

２ 

喜連川少年院の紹介 

 当院は、関東地方及び新潟県の

家庭裁判所で少年院送致決定がな

された１６歳７月以上の男子少年

で、心身に著しい故障がなく、犯

罪傾向が進んでいない者が収容対

象です。 

また、１８歳以上になって受け

た保護観察中の者で、少年院に収

容して集中した各種の指導を実施

することが必要とされた男子少年

も対象です。 

栃木県さくら市の喜連川地区の

北西寄りの高台・丘陵地帯にあり、 

して、少年院では全国唯一の高等

学校通信制課程の分教場を設置し

ており、当院にいながらスクーリ

ングを受けることができます。 

また、分教場に在籍していない

少年に対しても高等学校卒業程度

認定試験合格に向けた学力を身に

付けさせるための指導を行うとと

もに、農耕班、園芸班、陶芸班と

いった製品企画科を設置してお

り、「働きながら学ぶ」経験を積め

るようにしています。 

周囲は比較的緑が多い環境です。

周辺には、喜連川神社や御用堀が

あります。少し離れたところには、

「道の駅きつれがわ」のほか「日本

三大美肌の湯」として知られる喜連

川温泉があることから、温泉施設や

ホテルがあります。 

 自然と歴史を感じられ、人々の憩

いの場となるような穏やかな雰囲気

の中、地域の方々の御支援をいた

だきながら矯正教育を実施していま

す。 

当院の特色のある矯正教育と 



 

 

 

  

◆特集 －宇都宮高等学校通信制課程「喜連川教場」について－ 

喜連川教場について 

 当院には、全国の少年院で唯一、公立通信制

高等学校の教室である栃木県立宇都宮高等学校

通信制「喜連川教場」が設置されています。喜

連川教場は昭和４９年に開設され、現在まで約

７５０名が在籍しました。月曜日及び金曜日に

レポート作成等に取り組み、木曜日には宇都宮

高等学校本校の教諭が来庁してスクーリングを

実施しています。また、本校の学校祭やスポー

ツ大会に参加して、特別活動の単位を修得しま

す。当院で実施されるレクリエーションでは、

教場生、本校教諭、当院職員が参加して交流を

深めています。 

このように、教場生は少年院職員以外の多く

の教諭と接することで、学力向上だけでなく、

感情表現が豊かになっていることも感じます。 

 

２ 

２ 

 

４月 入試面接 

５月 入学式 

６月 教場レクリエーション 

８月 前期試験 

９月 本校学校祭 

１１月 本校スポーツ大会 

１２月 後期試験 

 ３月 卒業式 

■ 年間スケジュール ■ 

また、少年院出院後も卒業まで本校への通学等を

要する場合もあることから、少年院在院中に本校へ

の通学方法を体験させたり、当院職員、本校教諭、保

護観察所等の関係機関と出院後の通学継続に当たっ

ての課題等について意見交換を実施したりするな

ど、出院後の学業継続の動機付けを図る取組を行っ

ています。 

こうした喜連川教場における取組は、大学等への

進学や就職に寄与し、ひいては再犯・再非行防止に

もつながる教育の場でもあります。 

少年院の在院期間と入学時期等の都合で、令和８

年度の編入学者は２名となっています。本校通信制

課程が令和１０年度末で他の高等学校と統廃合され

ますが、この当院における「学び直し」の貴重な場を

継続していけるよう、関係機関と連携を図ってまい

ります。 
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◆特集 －「道の駅きつれがわ」との連携について－ 

道の駅との歩みについて 

 当院と「道の駅きつれがわ」との

連携は令和４年１０月から始まり

ました。 

以前は、就業に必要な専門的知識

及び技能の習得を目的とし、職業指

導として農耕、園芸、陶芸作業等を

実施し、当院で栽培された野菜は少

年の食事にのみ使用されていまし

た。しかし、全国的に少年院におけ

る職業指導が見直され、製品の企画

から販売までを体験させることを 

目的とした取組が始まり、当院で

も製品を外部で販売することと

なりました。そして、「道の駅きつ

れがわ」の御理解と御協力を得

て、当院で作った野菜や陶器を販

売していただけることになりま

した。そのおかげで少年に自らが

作成に携わった野菜や陶器の納

品体験の機会を与えることがで

きるようになりました。 

「道の駅きつれがわ」におい 

て当院の職業指導製品の販売が

始まってから、少年は日々の作

業において達成感や自信を得る

とともに、働くことの意義や社

会とのつながりを実感すること

ができています。職員において

も、社会のニーズを意識した製

品企画を指導するようになると

ともに、就労意欲や責任感を涵

養する指導が実感を伴ったもの

になりました。 

当院の製品ができるまで 

 

「道の駅きつれがわ」の販売コーナー 

【野菜】 

 農耕、園芸作業では、季節によって土作り、播種、除草、

収穫等の作業を行います。野菜作りを初めて体験する少年

もいますが、教わりながら、少しずつ覚えていきます。職

業指導の時間は週３日程度であり、夏場は除草作業に追わ

れます。厳しい天候に耐え、地道に作業し、育てた野菜が

実をつけることに、少年たちは感じるものがあるようです。

野菜に傷を付けないよう、収穫、梱包し、出荷します。 

【陶芸製品】 

 陶芸作業を行う少年は、まず「菊練り」という、粘土の

中にある空気を抜き、粘土の状態を整える作業を覚えるこ

とから始まります。できるようになるまでに、１か月程度

かかります。その後、型を使った製品作りや電動ろくろを

使った製品を作成します。水漏れやひび割れがなく、出荷

できる製品を作れるようになるまでには、３か月程度かか

ります。時間を掛けて根気強く作業し、 

思いどおりの製品ができあがった時の 

喜びはひとしおです。 

なお、梱包袋には、生徒がデザインした 

シールを貼っています。 

３

２ 

 

野菜と陶芸製品 
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健全な育成のための支援とは？ 

 少年鑑別所法第２９条で「在所者の健全な育成のための支援」として学習等機

会の提供等が規定されています。これは、在所者に対し、その自主性を尊重しつ

つ、学習、文化活動その他の活動の機会を与えるとともに、その活動の実施に関

し必要な助言及び援助を行うものです。 

宇都宮少年鑑別所における取組の紹介 

当所において、健全な育成のための支援の一環として２０年以上にわたり在所

者への運動指導に協力いただいている外部講師（スポーツインストラクター）に、

これまでの支援活動について客観的な立場から振り返っていただきました。我々

法務教官の処遇との共通点も多く、大変有意義な対談となりました。外部講師

は、令和６年に、長年の貢献と功績により法務大臣表彰を授賞されています。 

４

２ 

コラム 

① 在所者に指導する上で、工夫している

ポイントはありますか？ 

まず私自身が姿勢をただすことで、第一印象を大切にして

います。そして、専門用語は避け、いかに伝わりやすい言葉で

在所者の興味・関心を引き出せるか常に工夫しています。 

最近の在所者は、体つきも内面も以前よりとても未熟で、平衡

感覚も悪いためケガにつながるリスクが高いです。また、感情は

表に出しませんが、構ってほしいという傾向も強く感じます。 

かつての、ヤンチャだけど一生懸命な少年は減りましたね。 

② ２０年前と比べて、在所者の特徴や特性

の変化を感じますか？ 

③ これまでの運動指導を振り返り、伝え

たいメッセージはありますか？ 

※少年役（職員） 

時代や在所者の特性は変化しても、「基礎」の大切さは

ずっと変わりません。最初はぎこちなくても、続けること

で確実に上達しますし、態度や表情も柔らかくなっていき

ます。これからもそういう姿を見続けていきたいです。 

在所者は、屋外では、バスケットボール指導を通して運動する

ことの楽しさを、屋内では、各種ストレッチや身体操作訓練等を

通してバランスや姿勢保持の大切さを体験しています。 

本当に変わったなと実感しています。 
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